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第第４４学学年年「「国国語語」」学学習習指指導導案案  授業者 黒田 英津子 

２月１５日（土） １階多目的室  ９：００～９：４０ （話し合い１１：００～１１：４５） 

 

１ 単元名 見えない思いをことばにのせて〜絵から生まれることばの世界〜 

２ 単元について 

単元目標 ・絵から思いをめぐらして，ことばにしてみようとする。 

・自分の思いや友達の思いに寄り添い，読む人に伝わることばを選ぶ。 

・絵から見えない思いを想像する 

本単元では,「絵から想像を広げて自分の思いをことばにする」という活動を通して子どもたちのも

っていることばの世界を広げたり，深めたりしていきたいと考えた。絵が語りかけてくることに耳を傾

け，それを「ことば」という形に落とし込むことによって，絵とことばの織りなす新たな世界が生まれ

るのではないだろうか。ここでは，ミッシェル・フォロンの絵を中心に扱っていこうと考えた。子ども

たちは、フォロンの絵をじっくりとみることによって語りかけてくる何かを感じとるだろう。そして,

「何の絵だろう」「何がいいたいのかな」という問いを抱き，それを考えながら,思いをことばに変換

していくだろう。絵に表されているものや色，形，数などから感じることは，それぞれの子どもによっ

て違ってくる。この違いが友達との交流の起爆剤となることを期待する。友達との交流によって絵に対

する自分のイメージや解釈をどのように更新していくのかも見守っていきたいと考える。 

・自分の見つけた思いをことばに表す 

これまで，こどもたちは自分の好きな詩を集めて「オリジナル詩集」を作り，詩にはどのような表現

や構成の工夫があるのかを見つけたり，ことば遊び的な詩作りをして，そのものに対するイメージを壊

して新しいイメージを作ったりしてきている。今回は，絵から詩を作ることを提案したいが，難しい場

合には一行詩やお話作りのような表現も認めていきたい。いきなり「絵を見て想像しましょう」と言っ

ても，容易くできるものではない。学習の入り口として，「アトリエに来たコトバー詩画集 minimal- 

詩 谷川俊太郎/画 山中現」を使い，単に見えているものを綴るのではなく，そこから感じとった思

いを中心にことばにすること，絵とつながりつつも，そこにとどまることなく，絵から外に飛び出すよ

うな発想のおもしろさを感じ取らせたい。実際に詩を作る際には「絵から見えるもの」「絵を見て疑問

に思ったこと」「見えないけれど感じること」などを自由に話し合うところから始める。お互いに感じ

たことや思ったことを出し合いながら詩を作り，リズムや比喩，擬人法，倒置法，色や音など表現方法

の工夫に目を向けることで表現する楽しさや奥深さに気づけるような学習を展開したいと考える。 

３ 学習指導計画（６時間目／全１０時間） 

第１次 「アトリエに来たコトバ」を使い絵から想像してことばを生むことについて考える…１時間 

第２次 絵から想像を広げたことを，ことば（詩や文）に表す…本時 5/7 時間 

第３次 できあがった詩や文をもとに絵から生まれたことば（表現）のよさを見つける…2時間 

４ 本時の学習について 

 (１)本時のねらい 

 ・作品を読んで，どんな思いが伝わるか，また，選んだことばや表現の工夫について話し合う。 

（２）予想される本時の展開  

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１．絵とことばがどのような組み合わせになるかを考える。 

 

２．それぞれのことばのいいと思う表現を見つける。選んだことば,あ

るいは「発想」に着目してファミリーで話し合う。 

３．全体で，絵からことばにする際の工夫を見つけ，作者にその思い

を確かめる。 

・前時までに書いた作品の中からいくつか

の作品を選んでおく。 

・まずは個人で考える。その後，ファミリ

ーで話し合いを行う。 

・作者の工夫を見つけ，自分の作品につい

てことばへのこだわりを持たせる。 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

・絵からことばを生み出し，表現方法を工夫する学習は「感度・理解・拡充」に有効であったか。 

第第３３学学年年「「国国語語」」学学習習指指導導案案  授業者  下脇 陽子 
２月１５日（土）３階Ｄ室 ９：００〜９：４０（話し合い１１：００〜１１：４５） 

 
１ 単元名 みんなで物語のおもしろさを見つけよう 〜なぞがいっぱい「ゆうすげ村の小さな旅館」〜 

２ 単元について 

単単元元  
目目標標  

・物語の仕掛けを探しながらことばに⽴ち⽌まって読み、考えたことを伝え合う。 
・物語の仕掛けと出来事とのつながりを考えながら複数の作品を読み、物語の⾯⽩さを感じる。 

「自分では考えつかなかったことも、みんなといっしょに考えることでより深くお話を楽しむことができま

した。」―これは、９月に『ちいちゃんのかげおくり』（光村図書）を学習した際の、ある児童のふり返り

である。三年生は、ひとりで読んだときに気がつかなかったり、よく分からなかったりしたことも、友達と

意見や考えを交流することを通して作品への理解を深め、考えを拡充していく時期ではないだろうか。個に

よる読みと協働的な読みを繰り返し、「みんなで読んで楽しかった。」という実感のある学びを積み重ね、

一人一人の読書経験を豊かなものにしていきたい。そのように考え、物語単元では、それぞれが読んだとき

に生まれる疑問や感想をもとに問いを立て、叙述に着目しグループや全体で話し合いながら、5月『春風を

たどって』（東京書籍）、9月『ちいちゃんのかげおくり』（光村図書）、1月『サーカスのライオン』

（東京書籍）の教材を読み深めてきた。問いをもって読むことで「これはどういうことだろう。」とことば

に立ち止まって物語を読み返し、問いに対する自分なりの考えをもてるようになってきた。  

本単元で扱う「ゆうすげ村の小さな旅館」は、１年間に渡る１２の作品から構成されている短編集で、令

和6年度版教科書（東京書籍）には、その中から『ウサギのダイコン』と『クマの風船』が掲載されてい

る。『ウサギのダイコン』は、一人で旅館を切り盛りしているつぼみさんのもとに現れた美月という娘が、

実はウサギであったという話である。美月の正体はなぞめいているが、例えば“美月”という名前や“色白

でぽっちゃりしている”などの特徴は、美月の正体がウサギであることの伏線（仕掛け）となっており、次

第に正体が明らかになるところが本作品の魅力の一つである。また、他章の作品でも、なぞめいたお客さん

が泊まりに来て不思議な出来事が起こるため、子どもたちは楽しんで読むであろう。 

そこで本単元では、物語のなぞを紹介し合うという言語活動を設定する。例えば「美月さんの正体は？」

というなぞを解くためには、叙述を丁寧に読むことが求められる。叙述、すなわち、人物の名前、特徴、人

柄などを出来事と関連付けて読み、それぞれの仕掛けが作品においてどのような役割を果たしているのか考

えることを通して、物語の面白さを味わう機会としたい。また、複数の作品を扱い、それぞれのグループで

の読みを交流することを通して、一人一人の感じ方の違いに気付き、読書生活が広がることを期待する。 
 

３ 学習指導計画（９時間目／全１１時間） 

第１次   学習材「ゆうすげ村の小さな旅館」と出会い、学習の見通しをもつ。 
『ウサギのダイコン』について、なぞ解きをしながら読む。（５時間） 

第２次  「ゆうすげ村の小さな旅館」の他作品を、グループごとになぞ解きしながら読む。（３時間） 
第３次  グループごとの読みを交流し、物語の面白さについて考える。（３時間・本時） 
４ 本時の学習について 

（１）本本時時ののねねららいい  

・物語の仕掛けに着目して考えたことを交流し、物語の面白さについて考えを深める。 
（２）予想される本児の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１.グループごとに作品のなぞを紹介し合う。  

２.なぞについて考えたことを交流する。 

３.学習をふり返り、物語の面白さについて考え
を深める。 

○事前に、いちばん面白いと思う作品ごとに
グループを作る。本時までに各グループが選
んだ作品については全員が読んでおくように
する。 

○謎の紹介ができるように、事前に、グルー
プごとに担当作品について考えたことを画用
紙等にまとめておく。 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

・なぞ解きをすることによって、一人一人がことばへの感度を働かせ、物語の面白さについて考えを深める

ことができたか。 
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